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Abstract：As血gle，39．6㎜st磁d len鎮h spec㎞en of the zeid丘shの伽珈脚伽Weber，1913 was col－
lected at imase Fish Market in Kochi City， on the coast of Tosa Bay． lt represents the second record of this
speCies丘om Japan， and also the only known preserved C． affinis spec㎞en other than the holotype at the pre－
sent t㎞e， i£．， the two C．励撚specimens previously collected from Tosa Bay were destroyed du血g World
War ll． A detailed description and a photograph of the specimen are given．
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マトウダイ科の卿襯漁5吻lsは，バンダ海の水深304 mで得られた体長68㎜の完模式
標本のみに基づき，Weber（1913）により記載された．本暦の標本は，その後蒲原（1936b）が
高知市の御畳瀬魚市場で採集した個体を報告するまで得られておらず，また，その後も得られ
ていない．蒲原（1936b）とKamohara（1938）は体長それぞれ59㎜と73㎜の標本。こ簡単な
記載を与えたが，標本の採集年月日は明らかでない．これに先立ち，蒲原（1936a）は日本産の
マトウダイ類を一括して報告したが，この中にC．affinisが含まれていないことから，これらの
2標本は1936年頃に採集されたと推測される．本種の和名はKamohara（1938）により与えられ
た．しかしながら，彼の標本は第二次世界大戦末期の戦火により消失してしまった．
瀦の一人，宮崎は2000年1明28日に御畳瀬魚市場で標準体長39．6㎜の本種の一標本を採
集した．本個体はほぼ60年ぶりの日本からのアオマトウダイの標本であり，また，完模式標本
以外に現存する唯一の標本であることに加え，従来の記載が比較的簡単であったことから，以
下に詳細に報告する．
 標本の計数と計測方法は中坊（1993）に従った．脊椎骨は軟X線写真で数えた．標本は高知
大学理学部（BSKU）に保管されている．
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Fig． 1． Cyttomimus af／Enis， BSKU 52！92， 39．6 mm SL， sex unknown， from Tosa Bay．
          C夕”o編〃zπsφ嬬Weber，1913
            （和名：アオマトウダイ）
Cyttomimus affinis Weber， 1913： 298 （orighal description， type locality－5e48．2’S， 132013’E，
  Banda Sea， 304 m）， pL II， fig． 2．
Cyttomimus affinis；蒲原，1936b：43，丘g．；Kamohara，1938：40， fig．20；Machida，1984：
  118， pl． 347－E； Paxton et al．， 1989： 388．
栩斗：アオマトウダイ1個体，BSKU 52192，性別不明，全長49．2㎜，標靴長39．6㎜，
高知市御畳瀬魚市場，2000年10月28日．
 記載：計数値と計測値を表1に示す．体は強く側扁する．体は高く，背鰭始部付近で最大と
なる．峡部から肛門にかけての回縁は左右に拡張し，腹鰭基底問で最大となる．二面は平坦．
腹鰭の棘は強大で，その基部はほぼ胸鰭基部上端の下方に位置する．頭は大きい．口は大きく，
斜位で，上顎は大きく突出可能．眼は大きく，眼径は吻長よりわずかに長い．頭部に短いが強
い棘が発達する．眼窩の上部縁辺に小雛列があり，その内側に上縁部に小棘を備えた骨質隆起
がある．頭頂部の各側にV字をなす骨質隆起があり，それぞれの縁辺に小棘がある．外側のV
字型の隆起は体軸とほぼ平行．内側のV字型の隆起は体軸とほぼ直角をなす．前鯉蓋骨の前後
の縁辺の下方部は鋸歯状．歯骨の腹面の隆起部に1列をなす小難がある．
 上顎と下顎にそれぞれ微小な円錐歯があり，不規則な2列をなす．鋤骨の先端部は口内に大
きく突出し，前縁部に約10本の小円錐歯がまばらに並ぶ．口蓋骨歯も微小で，不規則な2列を
なす．舌の先端はやや尖る．鯉紀は瘤状で，小雛を備える．前方の2本の鰐妃は特に短い．
 体は櫛鱗で覆われる．背鰭基底部と，腹鰭始部から綴織基底後端までの鱗は大きくて強い．
それぞれの後半部は厚く，側方に顕著に隆起して体から離れ，縁辺部には数本の棘を備え，鋸
歯状となる．
 生時の体色：吻部は淡色．頬と鯉蓋部はわずかに褐色を帯びた銀青色．眼の中央より後方の
頭頂部は黒色．側線より上方の体色はわずかに褐色を帯びた銀青色．体の縁辺部の鱗は，前方
で4列ないし5列が，後方で2列ないし3列がそれぞれの後端が黒色で縁取られる．側線より
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下方の体色は銀色を帯びた淡褐色で，縁辺部になるほど黒色が強い．尾柄の中央部に1本の黒
色縦線がある．尾鰭の基部にやや幅広い黒色横帯がある．背鰭棘条部の鰭膜に黒色色素胞がある．
他の鰭は全て淡色．
Table 1． Counts and measurements of the㎞own spec㎞ens of q吻〃翻螂励燃．
Source
Number of specimen （s）
Locality
This study
   1
Tosa Bay
 Kamohara
（1936b， 1938）
    2
 Tosa Bay
 Weber
 （1913）
   1
Banda Sea
SL （mm）
Counts
 Dorsal fin rays
 Anal fin rays
 Pectoral fin rays
 Pelvic fin rays
 Lateral line scales
 Sales above lateral line
 Scales below lateral line
 Cheek scale rows
 Scales between lateral line and base of soft dorsal
 G皿rakers on lst arch
 Vertebrae
 Branchiostegal rays
Measurements
In TL
 HL
 Body depth
In SL
 HL
 Body depth
 Body width
 Caudal peduncle length
 Caudal peduncle depth
 Spiny dorsal fin base
 Soft dorsal fin base
 Pectoral自皿length
 Pelvic fin length
in HL
 Eye diameter
 interorbital width
 Snout length
 Upper jaw length
 Body width
 First dorsal spine length
 Second dorsal sp血e length
 Third dorsal spine iength
39．6
VIII， 21
11， 21
  14
 1， 6
  43
 6．5
 12．5
  4
  4
  9
10 十 19 ＝＝ 29
    7
2．8
2．3
2．2
1．9
6．1
5．2
1L6
5． 7
4．0
7．6
5．3
2．2
3．3
3．1
2．0
2．7
3．7
L7
2．1
59－73
VIII， 20－21
 11， 21－22
   14
   1， 6
   43
2．2
1．8
2．5－3．0
2．4－3．0
2．6－3．0
68
VIII， 20
11， 20
  14
 1， 6
  44
  5
  12
  3
  4
3．0
2．0
2．5
2．5
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 備考 本標本の計数形質はWeber（1913），蒲原（1936b）， Kamohara（1938）のCyttomimus
affinisの記載とよく一致した．ただし，原記載では頬部の縦列鱗数が3列とされているが，本
標本では4列である。本属にはハワイ産の1個体を基に記載されたC．stelgis Gilbert，1905が知
られている．Gilbert（1905）によれば， C．吻麟の側線鱗数は53ないし56枚であり， C． stelgis
とC．affinisは体側の鱗の大きさが明らかに異なることにより識別される（Weber，1913）．本標
本の側線の上方と下方の横列鱗数は原記載の数値とわずかに異なるが，側線鱗数は原記載なら
びに蒲原（1936b）とKamohara（1938）の記載とよく一致した．
 過去のC．affinisの記載と比較し，本標本は眼径がわずかに大きく，また，吻長がやや短い．
本標本はこれまで知．られている本種の最小個体である．したがって，眼径と団長が不等成長を
する可能性を否定できないが，一方で種内変異である可能性もまた否定できない．
 本標本はアオミシマの口の中から得られたが，漁業者の底曳き網の漁獲物であることから，
詳細な水深は不明である．土佐湾の冬季の底曳網漁は通常，水深90mから220m付近の範囲で
行われており，これは蒲原（1936b）の時代と相違がないと考えられる．本研究により，アオマ
トウダイがほぼ60年ぶりに日本で確認され，また，これまで不明であった本種の歯の状態，鯛
紀数，脊椎骨数，鯉条骨数が明らかとなった．
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